




























































で一貫して人間世界の出来事 大きく影響し続けてきたか 示すことによって、感染症の歴史を歴史学的説明の場に引き入れよう」 （上巻、二九～三〇頁）とすることにある。ペストや天然痘あるいはコレラといった疫病が、いつ、どこで発生し、どのような経緯で伝播していったか、それ 対して人や社会はどう対応し きたか。ひとくちに言えば、疫病が人間の歴史形成にどのようにかかわってき のか、その具体的諸相を描いたのが本書である。
　卑近な例からはじめよう。通常、われわれは歴史の授業において、メキシコのアステカ帝国を滅ぼしたのはコルテス












る点で、換言すれば、疫病は神罰であるとする点で、インディオもスペイン人も共通していた。ところが、侵略者のスペイン人は インディオ 猛威をふるった恐るべき疫病の影響を全くといっていいほど受けなかった。天然痘が突発したという事実 たちからみれば、スペイン人を襲撃した自分たち自身への神罰と受けとめざるを得なかった。 「神は白人には恩寵を垂れ給い、一方、神の怒りはひたすら にのみ向けられた」 （下巻、九四頁）のである。
　疫病に対する免疫を獲得していたスペイン人は平気でいる一方、免疫のないインディオたちは、なすすべがなかった
















ペストがヨーロッパ おいて猛烈な破壊力 発揮するには、そ 先立 て二つの条件が満たされなければならなかったと著者はいう。ひとつは、ノミを宿しているクマネズミ ヨーロッパ全土に分布していること。もうひとつは 地中海世界 ヨーロッパ北部 を結びつける船舶の航路網、換言すれば 交易網が成立していることである。それによっペスト菌に感染して るネズミとノミをあらゆる港に運ぶこと 可能になった。否、クマネズミ ヨーロッパ北部への分布自体、地中海と北方諸港を結び ける航路網のおかげだった 推測され る
　ところで、周知のように、黒死病が発生したときには、スケイプゴートとしてユダヤ人の大虐殺がおこなわれた。著




黒死病とまったく等しかっ という著者の指摘である。広い視野に立ってみれば、 「ヨーロッパ文明を代表する中心地としての地位が地中海世界 ら次第に失われ、もっと北 諸地方の重要性がはっきり増大していったという転換には、長い間繰り返されたペストの流行が果たした役割が非常に大きい」 （下巻、二〇九頁） 。地中海世界からヨーロッパ北部へという、文明 中心の移動にペストの流行が大きく関わっていたとマクニールはみる。こうした大局的な見地に立った文明観も興味深い。筆者はこのくだりを読みな ら、なぜかピレンヌ・テーゼを思い浮かべた。
　世界史的にみると、ペストは一九世紀にも猛威を振るった。一八九四年、広州と香港で爆発的な感染をみたペストは、











した。翌三二年にはアイルランドに侵入し、アイルランド人の移住者がカナダ コレラを持ち込み、さら 南下してアメリカ合衆国（一八三二年） 、メキシコ（一八三三年）へと拡大していった。一九世紀半ば以降 蒸気船と鉄道の速度が増すにつれて、コレラは従来にもまして迅速に かつ地球的規模で拡散していった。コレラにかかった者は短時間うちに死亡する（数時間以内というケースもある） 。コレラの真の脅威 、感染から死亡 至るまでの迅速さにあった。
　一九世紀に蔓延したコレラを契機に、都市の環境衛生、保健行政、飲料水等を改善しよう いう改革運動が推進され




























それは歴史の矮小化を意味しない。むしろ、歴史を見る眼、 いしは視野を拡げてくれる。すで 「病の文化史」では古典となっている本書 あるが、壮大な歴史観ないしは文明観をひめた書物であり、現代のグ ーバリゼーションを考えるうえでも示唆に富む。ここで紹介した所以でもある。
　読者のなかには、疫病が及ぼした社会経済的影響について、物足りなさを感ずるむきもあるかもしれない。実際の
ウィリアム・ハーディ・マクニール　佐々木昭夫訳『疫病と世界史』（上下巻）（6）
ころ、黒死病のもつ社会経済史的な諸問題について、本書では立ち入った考察はなされていない。しかし、これは望蜀の念というものであろう。というのも、それ自体ひとつの大きな問題とな ているからである。イギリス一国に限ってみても、黒死病とその影響については膨大 研究の蓄積があり、関連する著作も枚挙にいとまがな （＊） 。
　最後に翻訳について。訳文は、もうひと工夫あってもよいのではないかと思われる箇所もないわけではないが、全体
的にみれば、読みやすい に仕上がって る。 「ポピュレーション」と「ニッチェ」については訳出 難しかったとみえて、カタカナ表記になっている。いずれも本文中に簡単な訳注が付されているが、原語はそれぞれ
population 、
niche
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